
(畜産一中小家畜一家禽育種）

－３０８－

(畜産一肉用鶏一飼養）

課題名

2１高品質肉鶏の作出

放し飼いが「はがた地どり」の発育に及ぼす影響
分類 ①

試験研

究年次
62～２年（完了）

Ｉ目的

lまかた地どりの放し飼い方式による発育成績等を明らかにし、適正飼育
管理技術を確立して、生産農家の経営改善を図る。

Ⅱ試験:方法

１供．試鶏（まかた地どり

２試験区分下表のとおり（冬期試験◆夏期試験共通）

陛分

区
区
区
区

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

飼育方式飼育上密度ｌ供試羽教

鶏舎飼い３０．８羽／３．３㎡８．辛各３０羽計６０羽
〃１６．８〃 〃

放し飼い １６．８〃 〃

‘〃 ８．７〃 〃

３飼育管理雌雄混飼で、飼育前期は全群鶏舎飼いとし、冬期試験では
１０週齢時に、夏期試験では９週齢時に上記区分に分割。

４使用施設鶏舎飼いは、鉄骨スレート平飼い鶏舎を使用し、放し飼い
lま、面積が３６４㎡でタキロンの屋根と壁を有する給飼場所
を設置し、周囲を合成樹脂ネットで囲った放飼場を使用。

５飼育期間冬期は元年１２月～２年３月の１３週齢間。
夏期は２年７月～２年１０月の１３週齢間。

６給与飼料Ｏ～３週齢はブロイラー前期用（ＣP23％－ＮE3,000Ｋｃａｌ）
４～１３週齢はブロイラー後期用（ＣＰ１８％－ＮE３，１７０Ｋｃａｌ）

。
。

７調h査項目育成率、体重、飼料消費量、解体成績、腿肉の一般成分。

Ⅲ主要成果の概要
､

はかた地どりの、冬期及び夏期にＩおける放し飼いによる適正な飼育方式
と、屠体及び肉質の特徴を明らかにした。

１冬期では、鶏舎飼いは寒さの影響が少･ないため、増体量が大きく、飼
科要求率が改善されることから、飼育方式として有利であるが、放し飼
いでも飼育密度を3.311ｆ当たり２０羽程度とし防寒対策に努めれば、鶏舎
飼いと同程度の発育成績が期待できる。

２夏期では、暑さにより飼料消費量が減少するが…育成率や増体量に対
する悪影響は殆どなく、飼料要求率が改善されることから、飼育管理マ
ニュアルに示すとおり、６０日齢以後は放し飼い方式で飼育してよい。

３放し飼いは、体,脂肪の蓄積が少ないことから、低カロリー鶏肉を生産
する手法として利用できる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表飼育成績と腹腔脂肪（元・２年）
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注）①冬期試験は１０～１３週齢、夏期試験は９～１３週齢の成猿

②腹腔脂肪は生体重に対する割合

第２表もも肉の一般成分（冬期試験データ）

反外フｋ分エネルキーータンハ・ク質脂質炭水化物

Ａ区７４．１％１３１Ｋｃａｌ１９．８％５．０％０．１％

Ｂ区７４．３１３１１９．６５．１０．１
Ｃ区７４．５１２８１９．７４．７０．１

Ｄ区－７４．５１２８１９．８４．６０．２

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１管理技術として農家へ提供でき、管理ﾏﾆｭｱﾙ改訂時の資料となる。
２冬期では、放し飼い開始前における寒さへの馴致や、開始後の日中の
気象変化に応じた舎内・舎外への強制移動の実施等を指導する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

･１春期、秋期の放飼による影響。
２雌雄別飼いにおける飼育成績。

３放し飼いの最適開始週齢。

Ⅶ資料名元年度福岡県農業総=合試験場畜産研究所試験成績書


